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令和４年７月１４日（木）

№ 該当箇所 事前質問 回答

1

Ｐ１
議題(1)①:
④保険料納
付状況につ
いて

令和３年度期首におい
て、前年度以前の収入
未済額がどの位あり、
その収納率はどれ位
だったか。

　令和３年度期首（２年度末）における保険料現年度分未
納額は、約１億６，８２０万円、滞納繰越分未納額は、１
億５，６０２万円で、収納率はそれぞれ、９５．４％、４
１．１％でした。

2

Ｐ６
議題(1)④:
令和３年度
特定健診実
施状況につ
いて

令和元年度まで維持し
てきた特定健診受診率
３６％が、新型コロナ
により大幅にダウンし
た。データヘルス計画
期限（令和５年度末）
まであと２年弱しかな
いので、受診率目標値
６０％は度外視して３
６％を目指し、受診者
を現在よりも千人増す
ための施策に専念され
てはどうか。

　第２期データヘルス計画策定時において、国が示した特
定健診受診率の目標値は６０％となっているため、本市の
目標値も同様としています。委員ご指摘のとおり、令和２
年度の健診受診率は新型コロナの影響により低下し、令和
３年度は少し持ち直したものの、コロナ前の数値（３６％
程度）には戻っておらず、健診受診率目標値（６０％）を
達成することは大変難しい状況にあると認識しています。
少しでも受診率が向上するよう引き続いて取り組んでいき
ます。

3
保険者努力
支援制度

令和４年６月１日付国
保新聞に、「保険者努
力支援制度」の見直し
の記事があった。どう
いった制度で、何が問
題で、どう変わろうと
しているのか、説明し
てほしい。

　保険者努力支援制度は、国保被保険者の予防・健康づく
り、医療費適正化、保険料収納率向上など、国保財政健全
化に繋がる対策に取り組み成果をあげた都道府県、市町村
に対して、厚生労働省がより多くの財政支援を行うもので
す。施策に対する取組を促す動機付け（インセンティブ）
として１，０００億円規模で、平成３０年度から本格実施
しています。本市もこの制度により令和２年度決算では、
約５，３００万円の補助を受けています。
　この制度に関する最近の情報では、財務省の「財政制度
等審議会」が、「適正化の根拠（エビデンス）が乏しい予
防・健康づくりを重視し過ぎているとの問題意識の下、医
療の効率的な提供へと施策の優先順位を見直すことが不可
欠。保健事業の支援よりも「医療費適正化」に直接結びつ
く評価指標などに重点化・簡素化すべき」としています。
同審議会の建議を受けて厚生労働省が来年度予算編成時
に、見直し等について検討していくものと考えます。

4

Ｐ２
議題(1)②:
豊川市国民
健康保険条
例の一部改
正について

未就学児に係る均等割
額を軽減する条例改正
だが、保険料納入通知
書においては、「見や
すく・読む気になる・
わかりやすい」ような
通知としてほしい。

　毎年度送付する保険料納入通知書には、未就学児の均等
割額を軽減する内容を記載しています。さらに申請が必要
な軽減制度等を記載したチラシも同封しています。いただ
いたご意見を踏まえて、見やすく分かりやすい記載内容に
したいと考えます。今回、未就学児に係る均等割軽減につ
きましては、広報７月号とホームページでも周知していま
す。
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①令和元年度、２年度
と比較して、３年度に
受診率向上のために実
施した施策は何か。

　健診受診率向上策として、未受診者に対する受診勧奨ハ
ガキを以前より送付しています。令和３年度は国保新規加
入者や毎年受診していない方を中心に勧奨しました。
　また、令和２年度からの取組ですが、地域巡回健診にお
いて全被保険者に保健指導を実施しており、その中で毎年
度の受診が生活習慣病予防に繋がることなど、継続受診指
導を強化しています。

②県庁と連携して、受
診率向上のために取り
組んでいることはあり
ますか。

　県との連携として、他市町村等の取組事例等に関する情
報交換や、県が実施する研修会への参加により、健診運営
の参考としています。また、保険年金課をはじめとした庁
内関係各課や関係外部機関により組織する「糖尿病対策プ
ロジェクト」には、豊川保健所の専門職の方に参加いただ
いており、糖尿病予防のために必要なアドバイス等をいた
だいています。

③国の特定健診の目標
を達成するための具体
策は何か。また、いつ
頃達成可能なのか。

　第２期データヘルス計画の健診受診率目標値（６０％）
を達成することは難しい状況にあると認識していますが、
少しでも受診率が向上するように取り組んでいきます。
　なお、国全体の目標値（社保等を含む全保険者レベル）
は７０％以上で、令和２年度実績は５３．４％となってお
り、目標値と実績で乖離がありますが、厚生労働省では令
和６年度からの第４期特定健診目標においても、引き続い
て７０％以上にすると聞いています。国保の目標値もこれ
までと同様、６０％以上とされる可能性がありますが、令
和５年度策定予定の第３期国保データヘルス計画（令和６
年度実施）の検討の際には、受診率目標値の実現可能性、
新たな受診率向上施策等を含めて検討しつつ、運営協議会
で委員のご意見を伺いたいと考えます。

Ｐ６
議題(1)④:
令和３年度
特定健診実
施状況につ
いて

5

Ｐ６
議題(1)④:
令和３年度
特定健診実
施状況につ
いて

6

コロナ禍において、令
和３年度健診受診率が
２年度より増加したこ
とは、担当者等の努
力、コロナ対策の成果
と思う。
　また、特定健診では
現状、医師が必要とす
る方のみ心電図検査を
実施している。隔年・
有料でもよいので希望
者に実施できるように
してはどうか。自分の
健康を見直すきっか
け、病院受診のきっか
けになると思う。

　令和３年度の健診受診率は前年度対比３．５％増加しま
した。コロナ禍も長く続いている中、受診者が安心して健
診を受けるための感染症対策として、できるだけ広い会場
を使用するとともに、健診前の検温、体調確認、備品・機
器類の消毒等を実施してきました。今年度もこの方針に
則って実施しています。
　また、心電図検査について、現状は医師の判断により必
要な方のみ実施しています。委員ご指摘のように希望者に
有料で実施する場合、予算面での問題など課題が多くあり
ますので、今後の検討事項にしたいと考えます。
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